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中３数学Ｄ 宿題解答 ２学期-７ 

 
宿題 7-1 
(1)  2 2( ) 4 1 ( 2) 5y f t t t t        

のグラフより，tが実数全体を動くとき，

yの最小値は 5 ． 

 

 
 
(2)  2 2 2( ) ( 2 ) 4( 2 ) 1y g x x x x x       

2( ) 2t h x x x   とおくと， ( )y g x は 
2( ) 2t h x x x    
2( ) 4 1y f t t t     （(1)の関数） 

を合成した関数になっている． 
xが実数全体を動くとき， 

2 2( ) 2 ( 1) 1t h x x x x       

の値域は， ( )t h x のグラフより 1t   ． 

 

 
 

tがこの範囲を動くときの， ( )y f t の最

小値は， ( )y f t のグラフ（下図）より，

1t   のときの 4 ． 

 
 

 

 
 

(3) xが x  　　の範囲を動くとき， ( )t h x

のグラフより， tの値域は ?t  の形に

なる．tがこの範囲を動くときの ( )y f t
の最小値が 1 になるのは， ( )y f t のグ

ラフより， ? 0 のときである． 

 
したがって，空欄には，「 ( )t h x の値域

が 0t  となるような数」を埋めればよく，

( )t h x のグラフより， 2 となる． 
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宿題 7-2 

(1) 1
( )y f x

x
  のグラフより， 

0
1
3

y   

 
 

(2) 
2

1
4 7

y
x x


 

は 

2( ) 4 7t g x x x     
1

( )y f t
t

   

を合成した関数になっている． 
xが 0x  の範囲を動くとき， 

2 2( ) 4 7 ( 2) 3t g x x x x        

の値域は， ( )t g x のグラフより， 3t  ． 

 
tがこの範囲を動くときの ( )y f t の値

域は，(1)より， 
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(3) 
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   は 

1
( )t f x

x
   
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( ) 2

2
y h t t t     

を合成した関数になっている． 
xが 3x  の範囲を動くとき， ( )t f x の

値域は，(1)より，0
1
3

t  ． 

tがこの範囲を動くときの 
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の値域は， ( )y h t のグラフより， 
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宿題 7-3 
2 2: 1C x y   ··········································· ① 

 
(1)  OPA OQA 90      

なので，P, Q は O, A を直径の両端とする

円 D上にあり，O, P, Q, A は同一円周上で

ある． Dの中心は OA の中点
5 5

,
2 2

 
 
 

で，

原点を通るので， Dの式は 
2 2 2 2

5 5 5 5
2 2 2 2

x y
       

           
       

 

∴ 2 2 5 5 0x y x y     ······················· ② 

である． 
 
(2) ,C Dの 2 交点 P, Q の座標は 

: 5 5 1x y  ① ②  ························ ③ 

を満たす．すなわち，③の表す直線は P, Q
を通り，直線 PQ であるから，③が求め

る式である． 
 
(3) P, Q はCと直線PQ の 2交点であるから，

その座標は連立方程式




①

③
の解である． 

③より 
1
5

y x    ········································· ④ 

なので，①に代入して 
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2 0

5 25
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∴
3 4

,
5 5

x    

④で y座標を計算して，交点 P, Q の座標

は
3 4 4 3

P , , Q ,
5 5 5 5

   
    

   
である． 

 
 
 
宿題 7-4 

(1)  3

(mod 7) 0 1 2 3 4 5 6

(mod 7) 0 1 1 6 1 6 6

x

x
 

(2) (1)より，整数 ,x y に対して， 3 3,x y の

mod 7 での値は 0,1, 6 のいずれかである

から， 3 3x y のmod 7での値は， 
0 0 , 0 1 , 0 6 ,0 1 6

21 1 , 1 6 0 5, 6 6

   


 
  

 

より，0,1, 2, 5, 6 のいずれかである． 
一方，1978 578 18 4 ( )mod 7   である

ので， 3 3 1978x y  を満たす整数 ,x yは
存在しない． 

 
 
 
宿題 7-5 
 

 
(1) 0 1x   

 
(2) O から AB に下した垂線の足を H とする

と，H は二等辺三角形 PAB の底辺 AB の

中点であるから，PH AB であり，三角

形 PAB の面積は 

AB PH H
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∴ 2 2 2AH PHS    
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（AB が直径でないときは，）直角三角形

POH でピタゴラスの定理より， 
22 2 2 2PH PO OH h x     

直角三角形 OAH でピタゴラスの定理よ

り， 
2 2 2 2AH OA OH 1 x     

なので， 
2 2 2 2

4 2 2 2

( )(1 )

(1 )

S h x x

x h x h

  

    
 

が成り立つ（この結果は，AB が直径の

とき，つまり 0x  のときも 2 2S h とな

り成立する）． 
 
(3) Sは正の数なので，Sが最大になるのは

2S が最大になるときである． 
2t x とおくと， 

22 2 2(1 )S t h t h      
は tの 2 次関数であり（これを ( )f t とお

く），(1)より0 1x  なので， tは 

0 1t  ·············································· ① 
の範囲を動く． 
したがって，①の範囲における ( )f t の最

大値を求めればよい． 
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より， ( )y f t のグラフは頂点 
2 2 21 (1 )

,
2 4
h h  

 
 

 

で上に凸な放物線であるから， 0h  より 
21 1

22
h

  

に注意して， 
 
 

 

(i) 
21

0
2
h

 ，すなわち 

21 h  ∴1 h （ 0h  より） 
のとき 

 
グラフより， 2( )f t S は 0t  のとき最

大値 2( )f t h を取り，このときSは最

大値 2 ( 0)h h  を取る． 

 

(ii) 
21 1

0
2 2
h  

 
 

 ，すなわち 

2 1h   ∴ (0 ) 1h  （ 0h  より） 
のとき 

 

グラフより， 2( )f t S は
21

2
h

t


 のと

き最大値
2 2(1 )

4
h

を取り，このときS

は最大値
2 2 2(1 ) 1

( 0)
4 2
h h 

  を取

る． 
 
したがって，Sの最大値は 
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である． 
 
 
 

( )y f t

21
2
h

t



0t  1t 

( )y f t

21
2
h

t


 0t  1t 


